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報告者：屋部支所管内地域振興会



【第6田屋部Jll七色にじまつり報告］

園開催日時：平成28年 11月四日（土）午後 5時～午後 8時 30分

11月初日（臼）午前 11時～午後 5待 30分

S場 所：屋部親水公歯及び屋部川

図参加人数：のベ 1,500名（ 2日間、ボランティア出演者含む）

塑全体総括

－今回はじめての雷雨、雨災時での然りで、あったが、ステージイベントを支rfr2階ホーノレへ

変更するなど、官官級応変lこ対応することができ、無事然りを終了することができた。

・ステージプログラムがより光突し、花火も大変好評であった。

・協賛広告の活動時期が遅れたにも関わらず区長、市議のみなさんのおかげで例年問機協賛

余を確保できた。また、おきぎんふるさと振興基金の活用により、 62万円の繰越金を

初めて確保することができた。（総務l120万円あれば安心したまつり巡’営が殴られる。）

・次同開催に向けて、向主財源の篠保はもとより、雨天時対応策の検討、各阪からのスタッ

プ協力を含めた紹織体制、魅力ある新たなプログラムづくりなど、地域コミュニティの連

携強化と地域貢献できる地域資源合活かしたまつりとして魅力をさらに痛めていきたい。

0各班報告

＜カヌ｝耳王＞

・雷雨で、親子で体験できる干潟観察、手作りボートが災施できず残念で、あった。

・今回料金を値上げしたが特に苦情もなく、天候が怒くなければそれなりの収入は見込め

た。今回の値上げでも他と比較すると絡段に安い料金体系なので、将来はもっと値上げし

てもよい、そうすることで今後の収入織が見込め採算がとれる事業になりつつある。

＜ステージJjif> 
・前回よりも演目も増え、カラオケ大会から各区一芸へ変更するなど、プログラム内容は充

実していたのではないかと，患います。雨天時のため、ステージ場所を移すなど、臨機応変

に対応ができたことは今後につながると思います。

く会場斑＞

・テナント準備について出店者自身でできることは出店者にお願いし、出店以外の協力

（例・誘導係）依額をしても良いのではないか。

・会場レイアイト図作成について、次回はまっ切実行委員会スタート時に、図案をだせるよ

う役員会で準備したい。

＜広報班（事務局）＞

・今［！'!JI土、築五喜散策のチラシを作成することで 18名の参加者があり、大変好評であった0

・次開は屋音~I又復伎のプロのイラストレーターへ依綴し、市内外へ広報にカを入れていく。
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［活動写真｝

オープニングセレモニー（名護桜太鼓） 屋部川「七色放水Jとカヌー体験

ステージ（屋部医大島・久護老人会） 地域参加型の出店風景（19店舗）

ニュースポーツ体験「ヒットだ！ターゲットJ 集落散策＆オープンガーデン 「久護家」
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主催：第 6田屋部川七色にじまつり実行委員会 ・屋部支部区長会 共催：名護市青少年育成協議会屋部支部

後援：名護市・旧屋部村郷友会・（公財）名護市観光協会・Iii'J求新車問土北部支社（株）沖縄タイムス社北部支社・株式会社エフエムゃんばる

お問い合わせ：第 6回屋部川七色にじまつり実行委員会事務局（屋部支所内） TEL 52・2610FAX53・6081
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参加
無料1

・日時 2016年 11月20日（日） 16:00～17:00 ・1易所 屋部支所裏（受付屋部川にじまつり会場本部〉 ※事前受付司

・人数 20名まで〈先着〉 ・案内 村田尚史（名護博物館学芸員）

※足元が水につかります。ぬれてちょいくつ・服で参加レてください〈裸足は危隙です〉。

※網やプラケース、軍手をお持ちの方は持ってきてください。

、‘a幽ヨグ 問い合わせ 目第6回屋部川七色にじまつり実行委員会事務局（屋部支所内〉

子 園 干 申込先 I TEL 0980-5η610 FA×0980-53-6081 
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第6回屋部川七色にじまつりイベント

部集落史跡・自然めぐり＆オープンガーデン

「屋部集落の史跡・自然を再認識し、庭園をたのしみましょう！！」

・主なコース〈予定〉

①久護家〈県指定文化財〉 ②屋部寺 ③フクギ鐙木

④渡波屋〈とわやー〉 ⑤オープンガーデン（6か所予定〉

「

C－一－ロ

集合揚所：屋部川七色にじまつり会場本部（屋部支所裏）

集合時間 ：9時20分（駐車場は屋部小グランドをご使用下さい）

参加費：無料、定員は20名までです。（事前申し込み可）

※ 歩きやすい服装でご参加下さい。

講師：岸本 司〈きしもと つかさ〉※地域住民による献策刀イドです。

連絡先： 第6回屋部川七色にじまつり実行委員会事務局〈屋部支所内〉

TEL:0980-52-2610 

FAX:0980-53-6081 
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漢を誘う場面やコミカルな場面で観察をM7した時代人情劇
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市民のひろば 20 17.1⑬ 
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スタートを切った重量加者や伴走者


